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昭
和
四
十
六
年
十
二
月
に
「
東
利
尻
町　

議
会
だ
よ
り
」
と
し
て

創
刊
以
来
、
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら
、
平
成

十
年
九
月
に
は
第
一
〇
〇
号
を
、
そ
し
て
こ
こ
に
「
議
会
だ
よ
り

利
尻
富
士
」
第
二
〇
〇
号
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

誠
に
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
五
十
数
年
間
を
顧
み
ま
す
と
、
そ
の
時
代
時
代
の
出
来
事
が

一
般
質
問
や
予
算
審
議
な
ど
と
し
て
顕
著
に
表
れ
て
お
り
、
こ
の
編

集
に
あ
た
っ
て
来
ら
れ
た
歴
代
の
広
報
委
員
、
事
務
局
が
残
し
た
功

績
は
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

社
会
情
勢
の
著
し
い
変
化
と
と
も
に
複
雑
多
様
化
す
る
地
方
行
政

に
お
い
て
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
人
手
不
足
、
物
価
高
騰
な

ど
な
ど
、
山
積
す
る
課
題
の
中
、
町
民
に
最
も
近
い
議
会
の
役
割
は

極
め
て
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の
重
責
を
果
た
す
べ

く
本
町
発
展
の
た
め
、
町
民
に
信
頼
さ
れ
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

こ
れ
か
ら
も
議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
親
し
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
紙
面
の
充
実
に
一
層
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

三
〇
〇
号
へ
の
第
一
歩
を
機
会
に
創
刊
時
の
原
点
へ
立
ち
返
っ
て
、

情
報
化
時
代
に
即
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
議
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
か
ら
の
暖
か
い
ご
指
導
と
ご

撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
発
刊

に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
二
〇
〇
号
の

　
　
　
　
　

発
刊
に
あ
た
り飯　
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議
会
だ
よ
り
「
利
尻
富
士
」
が
、
今
号
で
記
念
す
べ
き
第
二
〇
〇

号
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

発
刊
さ
れ
た
昭
和
四
十
六
年
か
ら
五
十
二
年
間
、
半
世
紀
に
わ
た

り
発
行
し
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
は
、
現
役
議
員
は
も
と
よ
り
歴
代

議
員
の
皆
様
の
ご
努
力
と
熱
意
の
賜
物
で
あ
り
、
そ
の
並
々
な
ら
ぬ

ご
苦
労
、
ご
尽
力
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
利
尻
富
士
町
議
会
で
の
質
問
や
審
議
、
各
委
員

会
等
の
活
動
状
況
な
ど
、
詳
細
な
内
容
が
広
く
町
民
に
周
知
さ
れ
て

お
り
、
特
に
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
課
題
が
山
積
す
る
中
に

あ
っ
て
、
町
の
施
策
や
予
算
の
執
行
状
況
な
ど
議
会
の
使
命
で
あ
り

ま
す
町
政
の
監
視
や
施
策
の
最
終
決
定
の
過
程
の
議
論
に
つ
い
て
も

分
か
り
や
す
く
親
し
み
の
あ
る
紙
面
づ
く
り
に
心
が
け
ら
れ
る
な
ど
、

開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
と
情
報
公
開
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
意
義

は
大
変
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
議
会
だ
よ
り
「
利
尻
富
士
」
が
議
会

活
動
の
情
報
誌
と
し
て
さ
ら
に
発
展
し
、
町
民
皆
様
か
ら
愛
読
さ
れ

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
て
、
お
祝
い
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
利
尻
富
士

　

 

発
刊
二
〇
〇
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条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

課
税
限
度
額
、
軽
減
対
象
と
な
る

所
得
基
準
額
の
引
き
上
げ
。
税
率
、

特
例
対
象
被
保
険
者
等
に
係
る
申

告
の
改
正　
　
　

【
原
案
可
決
】

□
令
和
5
年
度　

利
尻
富
士
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

歳
入
歳
出
8
，
2
0
6
万
8
千
円

追
加
し
、
総
額
を
53
億
3
，
0
7

2
万
3
千
円
と
定
め
る

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

□
令
和
5
年
度　

利
尻
富
士
町
港

湾
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

歳
入
歳
出
67
万
6
千
円
追
加
し
、

総
額
を
6
，
7
4
3
万
9
千
円
と

定
め
る　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

□
鴛
泊
・
鬼
脇
辺
地
に
係
る
総
合

整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

鴛
泊
辺
地
、
鬼
脇
辺
地
計
画
の
変

更　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

□
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現

に
資
す
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
、
関
係
省
庁
へ
送
付
】

□
専
決
処
分
（
利
尻
富
士
町
税
賦

課
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
）
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

町
民
税
、
法
人
町
民
税
、
た
ば
こ

税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税

に
関
す
る
規
定
の
整
備
【
承
認
】

□
専
決
処
分
（
利
尻
富
士
町
離
島

振
興
対
策
実
施
地
域
に
お
け
る
固

定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
）
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

離
島
振
興
法
の
適
用
期
限
が
2
年

延
長
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
、
条
例

期
限
の
一
部
改
正　
　

【
承
認
】

□
専
決
処
分
（
令
和
4
年
度
利
尻

富
士
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

9
号
）
）
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

歳
入
歳
出
7
，
8
0
3
万
5
千
円

追
加
し
、
総
額
を
56
億
6
，
6
9

2
万
円
と
定
め
る　
　

【
承
認
】

■
6
月
会
議
で
審
議
さ
れ
た
議
件

■
6
月
会
議
で
審
議
さ
れ
た
議
件

【
専
決
処
分
と
は
】
議
会
の
議
決
・
決
定
を
経
る
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
長

　

が
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
議
決
・
決
定
前
に
自
ら
処
理
す
る
こ
と
で
す

【
意
見
書
と
は
】
地
方
公
共
団
体
の
公
益
に
関
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
議

　

会
の
意
思
を
意
見
と
し
て
ま
と
め
た
文
書
の
こ
と
で
す

【
専
決
処
分
と
は
】
議
会
の
議
決
・
決
定
を
経
る
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
長

　

が
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
議
決
・
決
定
前
に
自
ら
処
理
す
る
こ
と
で
す

【
意
見
書
と
は
】
地
方
公
共
団
体
の
公
益
に
関
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
議

　

会
の
意
思
を
意
見
と
し
て
ま
と
め
た
文
書
の
こ
と
で
す

□
専
決
処
分
（
令
和
4
年
度
利
尻

富
士
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
））
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
30
万
円
追
加
し
、
総
額

を
4
，
2
4
1
万
1
千
円
と
定
め

る　
　
　
　
　
　
　
　

【
承
認
】

□
専
決
処
分
（
令
和
4
年
度
利
尻

富
士
町
介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
2
号
））
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
2
8
0
万
円
追
加
し
、

総
額
を
5
億
1
，
3
7
4
万
9
千

円
と
定
め
る　
　
　
　

【
承
認
】

□
利
尻
富
士
町
税
賦
課
徴
収
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

配
当
割
額
又
は
株
式
等
譲
渡
所
得

割
額
の
控
除
、
町
民
税
、
軽
自
動

車
税
に
関
す
る
規
定
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

□
利
尻
富
士
町
国
民
健
康
保
険
税

□
医
療
技
術
者
等
修
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

貸
付
金
額
の
引
き
上
げ
に
よ
る
一
部
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

□
利
尻
富
士
町
医
療
技
術
者
等
職
員
就
労
奨
励
金
交
付
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

交
付
対
象
者
に
救
急
救
命
士
、
保
育
士
を
追
加
す
る
、
奨
励
金
の
交

付
を
勤
務
期
間
終
了
ご
と
に
交
付
す
る
方
法
に
改
め
る
た
め
の
一
部

改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

□
葬
苑
建
設
工
事
（
建
築
主
体
）
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
目
的　

葬
苑
建
設
工
事
（
建
築
主
体
）　

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約

契
約
金
額　

2
億
6
，
5
1
0
万
円

相
手
方　

石
塚
・
雨
森
・
山
本
経
常
建
設
共
同
企
業
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

□
火
葬
炉
設
備
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
目
的　

火
葬
炉
設
備
工
事

契
約
方
法　

随
意
契
約

契
約
金
額　

5
，
5
0
0
万
円

相
手
方　

富
士
建
設
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

□
令
和
5
年
度　

利
尻
富
士
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

歳
入
歳
出
7
1
5
万
5
千
円
追
加
し
、
総
額
を
52
億
4
，
8
6
5
万

5
千
円
と
定
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

【
定
例
会
5
月
会
議
】

4

議会だより議会だより

条
例
改
正

そ　

の　

他

意　

見　

書

一
般
会
計
ほ
か
補
正
予
算
審
議

専
決
処
分

（
5
月
16
日
）
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□
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業
改
築
工
事
（
監
視
制
御
設
備
改

築
）
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
目
的　

特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
事
業
改
築
工
事

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札
に
よ

る
契
約

契
約
金
額　

6
，
7
6
5
万
円

相
手
方　

利
尻
電
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

□
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

後
志
広
域
連
合
が
、
新
た
に
加
入

す
る
こ
と
に
伴
う
、
規
約
の
一
部

を
変
更
す
る
も
の
【
原
案
可
決
】

□
令
和
4
年
度　

利
尻
富
士
町
各

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

令
和
4
年
度
利
尻
富
士
町
各
会
計

の
決
算
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計

ほ
か
10
特
別
会
計
を
併
せ
、
歳
入

総
額
75
億
1
，
9
5
3
万
3
，
3

3
6
円
、
歳
出
総
額
74
億
3
，
4

8
4
万
3
，
3
2
9
円
、
翌
年
度

へ
繰
越
す
べ
き
財
源
が
42
万
円
で

差
引
額
8
，
4
2
7
万
7
円
と
な

り
、
黒
字
決
算
を
維
持
し
て
お
り
、

堅
実
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
る

こ
と
を
認
め
る　
　
　

【
認
定
】

□
令
和
5
年
度　

利
尻
富
士
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

歳
入
歳
出
2
，
7
5
2
万
9
千
円

追
加
し
、
総
額
を
54
億
1
，
7
0

5
万
3
千
円
と
定
め
る

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

■
9
月
会
議
で
審
議
さ
れ
た
議
件

■
9
月
会
議
で
審
議
さ
れ
た
議
件

【
決
算
認
定
と
は
】
議
会
が
予
算
執
行
の
結
果
を
審
査
し
、
予
算
が
適
正

　

か
つ
妥
当
に
使
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
認
定
す
る
こ
と
で
す

【
契　

約
】
予
定
価
格
5
，
0
0
0
万
円
以
上
の
工
事
又
は
製
造
の
請
負

　

契
約
に
つ
い
て
は
、
規
定
に
よ
り
町
議
会
の
議
決
に
付
す
よ
う
定
め
ら

　

れ
て
い
ま
す

【
決
算
認
定
と
は
】
議
会
が
予
算
執
行
の
結
果
を
審
査
し
、
予
算
が
適
正

　

か
つ
妥
当
に
使
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
認
定
す
る
こ
と
で
す

【
契　

約
】
予
定
価
格
5
，
0
0
0
万
円
以
上
の
工
事
又
は
製
造
の
請
負

　

契
約
に
つ
い
て
は
、
規
定
に
よ
り
町
議
会
の
議
決
に
付
す
よ
う
定
め
ら

　

れ
て
い
ま
す

□
令
和
5
年
度　

利
尻
富
士
町
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

歳
入
歳
出
7
8
1
万
4
千
円
追
加

し
、
総
額
を
3
億
4
，
5
9
7
万

9
千
円
と
定
め
る
【
原
案
可
決
】

□
令
和
4
年
度
利
尻
富
士
町
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
に
提
出
さ
れ
る
も
の

□
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会
資

本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
、
関
係
省
庁
へ
送
付
】

□
令
和
5
年
度　

利
尻
富
士
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

歳
入
歳
出
5
，
8
8
0
万
1
千
円
追
加
し
、
総
額
を
53
億
8
，
9
5

2
万
4
千
円
と
定
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

□
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

地
方
税
法
第
4
2
3
条
第
3
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を
求

め
る

　
　
　

鴛
泊
字
栄
町　

工
藤　

明
夫　

氏

□
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
4
条
第
2
項
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る

　
　
　

鴛
泊
字
富
士
野　

山
澤　

由
起
子　

氏

□
利
尻
富
士
町
議
会
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

□
利
尻
富
士
町
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

□
利
尻
富
士
町
議
会
議
員
の
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す

る
決
議
に
つ
い
て

□
利
尻
富
士
町
議
会
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
調
査
特
別
委
員
会
設
置
に
関

す
る
決
議
に
つ
い
て

【
定
例
会
8
月
会
議
】

報　
　

告

契　
　

約

そ　

の　

他

意　

見　

書

一
般
会
計
ほ
か
補
正
予
算
審
議

決
算
認
定

（
8
月
18
日
）

【
定
例
会
10
月
会
議
】（
10
月
27
日
）



一般質問一般質問議員3名が議員3名が

町政の今後の方針を問う（6月会議）町政の今後の方針を問う（6月会議）

平 田 　 徹 議員
利尻空港の
　　愛称について

港
、
釧
路
空
港
、
帯
広
空
港
の
5

空
港
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
愛

称
の
由
来
と
し
て
は
、
空
港
の
位

置
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
や
、
天

然
記
念
物
の
名
を
冠
し
た
も
の
な

ど
、
い
ず
れ
も
空
港
の
利
用
促
進

や
知
名
度
向
上
を
目
的
と
し
た
も

の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
利
尻
空

港
に
お
い
て
は
、
既
に
観
光
地
と

し
て
認
知
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て

日
本
百
名
山
の
利
尻
山
の
利
尻
を

冠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
既
に
十

分
に
知
名
度
は
高
い
と
考
え
て
お

り
、
航
空
路
線
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
便
、
Ａ

Ｎ
Ａ
便
に
つ
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
位
置
付
け
が
5
類
に
引
き

下
げ
ら
れ
、
行
動
制
限
が
解
除
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
二
つ
あ
る
航

空
路
線
の
搭
乗
率
も
高
く
、
観
光

客
に
よ
る
利
尻
空
港
の
利
用
促
進

も
十
分
に
図
ら
れ
て
い
る
現
況
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
国

内
で
愛
称
を
定
め
て
い
る
空
港
が

増
え
て
き
て
い
る
の
は
承
知
し
て

お
り
、
愛
称
を
使
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
の
認
知
度
向
上
に

効
果
が
あ
っ
た
と
の
声
も
十
分
把

握
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
、
空

港
の
愛
称
の
設
定
に
係
る
手
続
き

等
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
愛
称
は
空
港
法
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
名
称
と
は
異
な
る
こ
と

か
ら
、
愛
称
を
決
定
す
る
際
の
手

続
き
に
、
特
に
定
め
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ご
存
知
の
よ
う
に
、
利
尻

空
港
は
北
海
道
管
理
の
空
港
で
あ

り
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
地
元
か
ら

の
愛
称
設
定
の
要
望
に
よ
る
も
の

で
、
地
元
の
合
意
形
成
が
図
ら
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
北
海
道
と
し
て

も
賛
同
が
難
し
い
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
航
空
会
社
も
地
元
の
合
意
を

重
視
す
る
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。

利
尻
空
港
の
愛
称
を
設
定
す
る
場

合
、
地
元
の
合
意
が
大
事
で
あ
り

ま
す
が
、
地
域
の
総
意
も
大
切
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
地

域
の
中
に
少
な
く
と
も
、
道
北
離

島
航
空
路
線
協
議
会
と
い
う
協
議

会
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
協
議
会

は
構
成
員
が
北
海
道
、
利
尻
、
礼

文
3
町
長
と
商
工
会
長
、
Ａ
Ｎ
Ａ
、

Ｈ
Ａ
Ｃ
、
宗
谷
総
合
振
興
局
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
国
土
交
通

省
航
空
局
で
、
北
海
道
が
事
務
局

で
あ
り
ま
す
。
少
な
く
と
も
、
こ

の
協
議
会
の
構
成
員
で
あ
る
。
利

礼
3
町
の
合
意
形
成
が
必
要
と
考

え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
愛
称
は
航

空
会
社
を
初
め
と
し
た
関
係
者
や
、

利
用
客
に
広
く
用
い
ら
れ
る
こ
と

と
な
る
た
め
、
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
表
示
類
や
道
路
の
案
内
板
な
ど
、

北
海
道
の
費
用
も
発
生
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
空
港

管
理
者
で
あ
る
北
海
道
と
の
協
議

も
必
要
と
な
り
ま
す
。
航
空
会
社

な
ど
で
の
愛
称
の
使
用
に
つ
い
て

北
海
道
に
お
い
て
は
、
地
域
に
飛

来
す
る
特
定
天
然
記
念
物
の
名
を

冠
し
た「
た
ん
ち
ょ
う
釧
路
空
港
」、

広
く
認
知
さ
れ
る
地
方
名
を
組
み

入
れ
た
「
と
か
ち
帯
広
空
港
」
な

ど
、
全
国
に
97
あ
る
と
さ
れ
る
空

港
の
う
ち
、
私
の
調
べ
で
は
、
47

の
空
港
に
正
式
名
称
と
は
別
の
愛

称
が
付
け
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
空
港
で
特
色
の
あ
る

名
称
を
冠
す
る
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
や
知
名
度
の
向
上
に
繋
げ

た
り
、
観
光
客
誘
致
や
空
港
利
用

者
の
大
幅
ア
ッ
プ
に
成
功
し
て
い

る
空
港
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
当
町
の
「
利
尻
空
港
」

に
お
い
て
も
、
魅
力
的
な
愛
称
を

公
募
す
る
な
ど
空
港
の
愛
称
、
を

通
じ
て
さ
ら
な
る
知
名
度
、
認
知

度
の
向
上
を
図
っ
て
み
て
は
ど
う

か
と
考
え
ま
す
が
、
こ
の
施
策
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の

か
、
町
長
の
見
解
を
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。

町
長　

質
問
の
中
に
も
あ
る
通
り

国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
全
国
の

空
港
の
数
は
97
空
港
と
公
表
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
う
ち
北
海
道
に
は

14
空
港
あ
り
、
都
道
府
県
の
中
で

最
も
多
い
空
港
の
数
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
う
ち
北
海
道
で
、

愛
称
が
つ
い
て
い
る
空
港
は
、
旭

川
空
港
、
紋
別
空
港
、
中
標
津
空

平
田
議
員　

昨
今
、
全
国
各
地
に

あ
る
空
港
に
お
い
て
、
正
式
名
称

と
は
別
に
各
地
の
特
色
な
ど
を
取

り
入
れ
た
様
々
な
「
愛
称
」
を
付

け
る
空
港
が
増
え
て
き
て
い
る
の

は
、
報
道
な
ど
を
通
じ
ご
存
じ
の

事
か
と
思
い
ま
す
。
一
部
の
例
を

挙
げ
ま
す
と
、
県
出
身
の
偉
人
の

名
を
冠
し
た
「
高
知
龍
馬
空
港
」、

伝
統
的
な
行
事
を
冠
し
た
「
徳
島

阿
波
お
ど
り
空
港
」
、
県
内
の
名

所
と
県
出
身
の
漫
画
家
の
作
品
を

冠
し
た「
鳥
取
砂
丘
コ
ナ
ン
空
港
」、

6



は
、
特
に
取
り
扱
い
に
つ
い
て
定

め
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
時

刻
表
等
の
利
用
客
が
目
に
す
る
媒

体
で
広
く
使
用
さ
れ
ま
す
。
他
方
、

地
元
の
合
意
が
得
ら
れ
ず
、
航
空

会
社
が
使
用
を
見
送
る
場
合
は
、

愛
称
を
定
め
る
こ
と
に
意
味
が
な

い
と
言
え
ま
す
の
で
、
繰
り
返
し

に
な
り
ま
す
が
、
地
元
の
合
意
、

地
域
の
総
意
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
様
々
な
観
点
か

ら
、
利
尻
空
港
の
愛
称
に
つ
い
て

設
定
す
る
か
否
か
設
定
す
る
な
ら

ば
、
ど
の
よ
う
な
名
称
が
良
い
の

か
。
地
元
の
合
意
、
総
意
の
進
め

方
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
愛
称
の

設
定
に
つ
い
て
判
断
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

平
田
議
員（
再
質
問
）　

地
域
住
民

等
の
合
意
が
必
要
と
い
う
こ
と
で

は
難
し
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は

理
解
し
ま
し
た
。
利
尻
空
港
に
お

い
て
は
当
然
、
地
域
振
興
の
空
の

玄
関
口
と
い
う
こ
と
で
、
町
民
の

札
幌
へ
の
限
り
あ
る
重
要
な
航
空

路
線
で
あ
り
、
利
尻
空
港
も
重
要

な
観
光
資
源
だ
と
思
い
ま
す
。
今

回
は
愛
称
を
と
い
う
こ
と
で
質
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
様
々
な
利
用
活
性
化
も
図
れ

る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
そ
の
辺
の
こ
と
に
つ
い
て
も

町
長
に
重
ね
て
お
願
い
し
て
お
き

上
田
議
員　

現
在
、
国
の
給
付
金

や
町
の
子
育
て
世
帯
物
価
高
騰
支

援
金
支
給
事
業
な
ど
で
子
育
て
世

帯
へ
の
現
金
給
付
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
他
世
代
か
ら
は
「
子
ど

も
の
た
め
に
き
ち
ん
と
使
わ
れ
て

い
る
の
か
分
か
ら
な
い
」、「
親
の

娯
楽
な
ど
に
消
え
て
い
る
の
で
は
」

と
心
配
す
る
声
を
お
聞
き
し
ま
す
。

少
子
化
や
実
質
賃
金
が
下
が
る
中
、

子
ど
も
支
援
、
子
育
て
世
帯
支
援

は
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
他
世
代

の
理
解
や
、
こ
れ
か
ら
子
育
て
を

考
え
て
い
る
世
代
の
安
心
感
を
作

る
意
味
で
も
、
現
在
も
行
っ
て
い

る
修
学
旅
行
費
用
補
助
の
拡
大
な

ど
、
学
校
教
育
で
子
ど
も
に
必
ず

か
か
っ
て
し
ま
う
費
用
を
町
で
全

額
負
担
し
て
い
く
な
ど
、
教
育
分

野
で
の
無
償
化
で
子
ど
も
支
援
、

子
育
て
世
帯
支
援
を
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
教
育
長
の
所

見
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

こ
れ
ま
で
の
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
教
育
費
負
担
が
家
計
に

与
え
る
影
響
も
懸
念
さ
れ
、
ま
た
、

昨
今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
物
価
高
騰

に
よ
る
子
育
て
へ
の
経
済
的
負
担

は
計
り
知
れ
な
い
も
の
と
推
察
し

て
お
り
ま
す
が
、
私
か
ら
は
、
質

問
の
趣
旨
に
あ
る
通
り
、
学
校
教

育
、
義
務
教
育
で
の
支
援
策
に
つ

い
て
ご
説
明
を
し
な
が
ら
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
義
務
教
育

は
、
憲
法
の
規
定
に
よ
り
教
育
を

受
け
る
権
利
と
保
護
者
に
は
受
け

さ
せ
る
義
務
、
そ
し
て
義
務
教
育

無
償
の
原
則
が
謳
わ
れ
、
教
科
書

は
、
国
に
お
い
て
購
入
し
、
1
人

1
人
の
児
童
生
徒
に
給
与
さ
れ
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

小
中
学
校
の
設
置
義
務
者
で
あ
る

市
町
村
に
は
、
学
校
教
育
法
に
基

づ
く
学
校
経
費
の
全
て
を
負
わ
せ

る
設
置
者
負
担
が
課
せ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
市
町
村
の
財
政
力
に
と

っ
て
荷
重
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
設

置
者
負
担
の
例
外
と
し
て
、
県
費

負
担
教
職
員
制
度
に
よ
り
、
基
幹

的
な
教
職
員
に
つ
い
て
は
、
都
道

府
県
に
そ
の
人
件
費
と
旅
費
の
負

担
義
務
を
課
す
と
と
も
に
、
任
命

権
が
付
与
さ
れ
、
そ
の
経
費
に
つ

い
て
は
、
国
が
2
分
の
1
の
負
担

義
務
を
負
う
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
に
よ
り
負
担
区
分
が
な
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
、

学
校
経
営
に
必
要
な
経
常
的
な
経

費
は
、
設
置
者
で
あ
る
市
町
村
が

負
担
し
、
そ
の
大
部
分
の
財
源
は

一
般
財
源
に
よ
り
、
充
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
学
校
教
育
を

行
う
上
で
必
要
な
児
童
生
徒
の
個

人
の
用
に
供
す
る
教
材
に
つ
い
て

は
、
義
務
教
育
無
償
の
原
則
に
触

れ
る
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
て

い
る
た
め
、
必
要
な
範
囲
で
負
担

を
求
め
て
い
る
と
い
う
の
が
、
義

務
教
育
費
負
担
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ

ニ
マ
ム
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
ご
質
問
に
あ
り
ま
す

修
学
旅
行
費
用
や
学
校
教
育
費
用

の
負
担
に
つ
い
て
で
す
が
、
ご
承

知
の
通
り
、
修
学
旅
行
に
つ
い
て

は
、
僻
地
児
童
生
徒
援
助
費
国
庫

補
助
金
に
よ
り
、
国
か
ら
3
分
の

2
の
補
助
を
受
け
て
、
1
名
当
た

り
、
小
学
校
で
3
万
円
。
中
学
校

で
5
万
5
千
円
を
補
助
費
と
し
て

各
校
に
間
接
的
に
補
助
し
て
お
り
、

残
り
の
4
割
強
を
、
保
護
者
か
ら

の
徴
収
金
と
し
て
、
小
学
校
で
は

1
万
4
千
円
程
度
、
中
学
校
で
は

4
万
円
か
ら
5
万
円
程
度
負
担
し

て
お
り
ま
す
。
徴
収
の
方
法
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
違

い
は
あ
り
ま
す
が
、
事
前
に
3
年

間
で
積
み
立
て
、
あ
る
い
は
旅
行

前
に
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
に

よ
る
徴
収
の
方
法
を
と
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
旅
行
経
費
に
お
い

て
も
、
中
学
校
で
は
昨
年
度
よ
り

行
き
先
を
首
都
圏
へ
変
更
し
て
お

り
ま
す
が
、
移
動
に
関
わ
る
経
費

を
公
共
交
通
を
使
う
な
ど
工
夫
し
、

こ
れ
ま
で
の
経
費
増
と
な
ら
な
い

工
夫
を
凝
ら
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
授
業
に
は
欠
か
せ

な
い
教
材
費
の
保
護
者
負
担
に
つ

い
て
は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し

た
、
必
要
な
範
囲
で
の
負
担
と
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
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大 森 智 樹 議員
基幹産業の
　活性化について

ち
な
み
に
修
学
旅
行
費
無
償
化
は

北
海
道
内
で
は
歌
志
内
市
が
行
っ

て
い
ま
す
し
、
子
育
て
支
援
の
た

め
に
議
会
で
提
案
し
て
い
る
自
治

体
も
先
日
、
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
子
供
た

ち
は
町
民
み
ん
な
の
宝
で
あ
り
、

島
の
未
来
そ
の
も
の
で
す
が
、
今

日
傍
聴
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
る

利
尻
高
校
生
の
皆
さ
ん
の
中
に
も
、

今
後
も
島
で
暮
ら
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
方
も
い
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
方
た
ち
が
子
育
て
を

含
め
て
人
生
設
計
を
す
る
と
き
に

「
こ
の
町
で
子
供
を
育
て
れ
ば
安

心
な
ん
だ
と
、
応
援
し
て
も
ら
え

る
ん
だ
。
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
ま
た
町
へ
の
移
住
を

考
え
て
い
る
方
や
お
子
さ
ん
を
迎

え
た
い
と
考
え
て
い
る
家
庭
に
も

そ
う
思
っ
て
い
い
た
だ
け
る
よ
う
、

コ
ロ
ナ
や
物
価
高
な
ど
の
一
時
的

な
事
情
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、

み
ん
な
が
安
心
で
き
る
継
続
的
な

子
供
支
援
、
教
育
支
援
に
力
を
入

れ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

の
費
用
負
担
も
課
題
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
時
代
の
流
れ

と
と
も
に
、
児
童
生
徒
自
身
が
風

雲
の
志
の
ご
と
く
、
社
会
で
の
自

立
や
明
る
い
未
来
を
創
造
で
き
る

よ
う
、
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
義
務
教
育
理
念
の
も
と
、

本
町
に
お
け
る
総
合
的
な
政
策
の

中
で
、
子
育
て
世
帯
へ
の
重
圧
感

を
軽
減
す
る
た
め
、
そ
の
支
援
の

方
向
性
に
つ
い
て
は
、
町
長
と
相

談
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

上
田
議
員（
再
質
問
）　

町
内
で
は

小
学
生
3
万
円
、
中
学
生
で
5
万

円
支
給
し
て
お
り
、
今
年
の
中
学

生
の
修
学
旅
行
で
い
え
ば
保
護
者

負
担
は
4
万
円
ほ
ど
だ
っ
た
と
聞

き
ま
す
。
町
内
で
は
4
月
か
ら
給

食
費
無
償
化
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

私
が
子
供
の
頃
は
、
保
護
者
が
給

食
費
を
払
っ
て
い
な
い
こ
と
で
噂

を
さ
れ
、
給
食
中
肩
身
の
狭
い
思

い
を
し
た
子
も
実
際
に
い
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
防
ぐ
意
味
で

も
大
変
意
義
深
い
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
保
護
者
の
資
質
や
金
銭
状

況
で
子
供
が
辛
い
思
い
を
す
る
の

は
、
少
な
く
と
も
学
校
教
育
の
中

で
は
あ
っ
て
ほ
し
く
な
い
と
、
み

ん
な
平
等
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
今

回
修
学
旅
行
費
を
例
に
挙
げ
て
質

問
に
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
職
に
影
響
を
及
ば
さ
な
い
時

間
外
な
ど
で
あ
れ
ば
、
職
員
が
町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
や
観
光

産
業
を
手
助
け
し
な
が
ら
盛
り
上

げ
て
行
く
こ
と
で
、
町
の
活
性
化

に
大
い
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
が
、

町
長
の
所
信
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町
長　

近
年
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
の
影
響
に
よ
る
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
と
思
わ
れ
る
人
手
不

足
が
全
国
的
に
叫
ば
れ
て
お
り
、

特
に
コ
ロ
ナ
が
下
火
に
な
り
、
様

々
な
業
種
で
そ
の
傾
向
が
顕
著
に

現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本

町
で
も
、
漁
業
関
係
で
は
ウ
ニ
漁
、

天
然
昆
布
漁
、
養
殖
昆
布
漁
の
陸

作
業
の
人
手
は
、
以
前
か
ら
慢
性

的
に
不
足
し
て
い
る
状
況
で
、
作

業
員
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
、
観
光
関
連
事
業
者

の
人
手
不
足
が
特
に
顕
著
に
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

派
遣
社
員
な
ど
に
よ
り
、
人
手
を

確
保
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
に
よ
り
、
派
遣
会
社
の
休
業

や
規
模
縮
小
に
よ
り
、
人
員
削
減

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
多
く
の
人
材

が
他
業
界
に
移
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
影
響
も
あ

る
よ
う
で
、
募
集
し
て
も
集
ま
ら

な
い
と
い
う
声
を
多
く
伺
っ
て
お

り
ま
す
。
本
年
5
月
8
日
か
ら
は

う
原
則
か
ら
、
小
学
校
で
は
年
間

9
千
円
。
中
学
校
で
は
1
万
3
千

円
ほ
ど
と
な
っ
て
お
り
、
1
人
親

や
障
害
を
持
つ
児
童
生
徒
の
い
る

世
帯
に
は
、
準
要
保
護
児
童
生
徒

就
学
援
助
費
制
度
と
い
う
制
度
の

活
用
も
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
以

上
の
よ
う
に
、
義
務
教
育
に
お
い

て
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
と
し
て

は
、
児
童
生
徒
へ
直
接
関
わ
る
経

費
を
間
接
的
に
学
校
を
通
し
て
支

援
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ご
指
摘

に
あ
り
ま
す
。
対
象
世
帯
へ
の
直

接
的
な
現
金
支
給
と
は
、
目
的
が

異
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
ご
理
解
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
町

は
今
年
度
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
い
わ
ゆ
る
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
を
整
備
し
て
3

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
本
町
で
は
、

全
道
的
に
も
1
人
1
台
端
末
が
い

ち
早
く
整
備
さ
れ
、
授
業
で
の
活

用
の
幅
も
広
が
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
た
協
働
的
で
深
い
学
び

や
個
別
最
適
な
学
び
な
ど
、
授
業

改
革
に
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
や
Ａ
Ｉ
コ
ン
テ
ン
ツ
を

身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
先
進
的

に
教
職
員
と
と
も
に
進
め
て
お
り
、

も
は
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
教
科

書
で
あ
り
、
子
供
た
ち
の
学
び
の

一
部
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ア
プ
リ
な
ど
も
更
新
の

時
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ら

大
森
議
員　

全
国
的
に
も
働
き
手

不
足
の
最
中
、
わ
が
町
の
宿
泊
施

設
で
も
人
手
不
足
等
に
よ
り
満
室

に
出
来
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
漁
師
の
方
々
で
も
、

陸
作
業
等
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
人

が
い
れ
ば
、
大
変
助
か
る
と
よ
く

耳
に
し
ま
す
。
職
員
服
務
規
程
で

は
、
営
利
企
業
等
従
事
許
可
の
手

続
き
に
よ
り
、
許
可
願
を
提
出
し

許
可
を
も
ら
え
ば
、
営
利
企
業
等

に
従
事
す
る
こ
と
が
可
能
と
解
釈

で
き
る
文
言
が
あ
り
ま
す
。
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員
は
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、
公

共
の
利
益
の
た
め
に
勤
務
し
、
か

つ
、
職
務
の
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、

全
力
を
挙
げ
て
こ
れ
に
専
念
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
33
条
で
は
、

信
用
失
墜
行
為
の
禁
止
と
し
、
職

員
は
そ
の
職
の
信
用
を
傷
つ
け
、

ま
た
は
職
員
の
職
の
全
体
の
不
名

誉
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
し
て
は

な
ら
な
い
。
さ
ら
に
第
35
条
で
は
、

職
務
に
専
念
す
る
義
務
と
し
て
、

そ
の
勤
務
時
間
及
び
職
務
上
の
注

意
力
の
全
て
を
そ
の
職
責
遂
行
の

た
め
に
用
い
、
当
該
地
方
公
共
団

体
が
な
す
べ
き
責
め
を
有
す
る
職

務
に
の
み
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
い
っ
た
公
共
の
利
益
の

た
め
に
勤
務
す
る
公
務
員
に
は
、

強
い
服
務
上
の
規
律
が
法
令
に
定

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
町
に
お
い

て
も
、
利
尻
富
士
町
職
員
服
務
規

程
第
14
条
第
1
項
に
よ
り
、
職
員

は
地
方
公
務
員
法
第
38
条
第
1
項

の
規
定
に
よ
る
営
利
企
業
等
に
従

事
す
る
た
め
の
許
可
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
は
、
営
利
企
業
等
従

事
許
可
願
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
規
定
し
、
町
長
の
許
可

な
く
営
利
企
業
等
に
従
事
す
る
こ

と
を
規
制
し
て
い
ま
す
。
7
番
議

員
も
ご
指
摘
の
通
り
、
私
も
非
常

に
当
初
か
ら
申
し
上
げ
て
い
る
通

り
、
浜
が
元
気
で
な
け
れ
ば
、
街

に
活
気
が
出
な
い
、
活
性
化
が
図

行
動
制
限
が
な
く
な
り
、
需
要
の

回
復
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
回
復
ス
ピ
ー
ド
が
あ
ま

り
に
も
急
激
で
、
従
業
員
の
確
保

が
追
い
つ
か
な
い
た
め
、
稼
働
を

制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
も
ど
か
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
さ
て
ご

質
問
は
、
職
員
が
基
幹
産
業
の
漁

業
や
観
光
産
業
の
手
助
け
を
す
る

こ
と
で
、
町
の
活
性
化
に
繋
が
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
内
容
と
思

い
ま
す
が
、
ま
ず
公
務
員
の
営
利

企
業
等
の
従
事
、
い
わ
ゆ
る
副
業

と
言
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

法
令
等
に
よ
り
規
制
さ
れ
て
お
り
、

地
方
公
務
員
法
第
38
条
第
1
項
で

は
、
職
員
は
任
命
権
者
の
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
、
商
業
、
工
業
ま

た
は
金
融
業
、
そ
の
他
営
利
を
目

的
と
す
る
私
企
業
を
営
む
こ
と
を

目
的
と
す
る
会
社
、
そ
の
他
の
団

体
の
役
員
、
そ
の
他
人
事
院
規
則
、

地
方
公
共
団
体
の
規
則
で
定
め
る

地
位
を
兼
ね
、
も
し
く
は
自
ら
営

利
企
業
を
営
み
、
ま
た
は
報
酬
を

得
て
、
い
か
な
る
事
業
も
し
く
は

事
務
に
も
従
事
し
て
は
な
ら
な
い

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
任
命
権
者

の
許
可
な
く
し
て
営
利
企
業
等
に

従
事
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
こ
の
他
に
も
、
同

法
第
30
条
で
は
、
公
務
員
の
服
務

の
基
本
基
準
と
し
て
、
全
て
の
職

を
基
本
と
し
、
今
後
も
漁
業
、
観

光
問
わ
ず
、
基
幹
産
業
の
活
性
化

に
繋
が
る
よ
う
、
職
員
の
副
業
に

つ
い
て
適
切
に
取
り
扱
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

大
森
議
員（
再
質
問
）　

地
域
社
会

貢
献
活
動
の
兼
業
と
い
う
こ
と
で
、

許
可
を
出
す
こ
と
に
対
し
、
前
向

き
に
考
え
て
も
ら
え
る
と
い
う
こ

と
で
、
今
、
国
で
は
多
様
で
柔
軟

な
働
き
方
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
や
、

人
口
減
少
に
伴
う
人
材
不
足
に
陥

り
、
公
務
以
外
で
も
地
域
活
性
化

の
た
め
に
従
事
す
る
こ
と
は
有
益

で
あ
る
と
国
も
副
業
、
兼
業
促
進

に
対
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

し
て
お
り
ま
し
た
。
あ
と
町
長
の

考
え
と
許
可
の
も
と
町
の
活
性
化

に
従
事
し
て
い
て
も
、
町
民
の
皆

様
の
中
に
は
「
公
務
以
外
で
報
酬

を
得
て
も
大
丈
夫
な
の
か
。
」
と
、

疑
問
を
持
っ
て
い
る
方
々
も
多
数

い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
服
務
規
程
に
則
り

許
可
を
得
て
行
わ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
例
え
ば
回
覧
板
や
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
町
民
の
皆

様
に
伝
え
、
ご
理
解
し
て
い
た
だ

く
。
そ
し
て
問
題
に
も
な
っ
て
い

る
働
き
手
不
足
や
町
の
活
性
化
の

た
め
に
柔
軟
に
で
き
る
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
ご
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
職
員
の
高
い
士
気
の
も
と
町

一
丸
と
な
っ
て
活
性
化
に
繋
が
っ

て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

れ
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
も
職
員
が
特
に
養
殖
昆
布

漁
が
普
及
し
、
自
然
と
養
殖
コ
ン

ブ
等
の
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
背
景
か
ら
も
、
町
の
活

性
化
の
一
助
と
し
て
、
慣
例
的
に

認
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度

か
ら
は
、
職
員
の
規
律
保
持
の
観

点
か
ら
も
、
服
務
規
程
に
定
め
る

営
利
企
業
等
従
事
許
可
願
を
提
出

さ
せ
、
許
可
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
は
既
に
養
殖
昆

布
42
件
が
最
多
で
、
合
計
52
件
の

許
可
願
い
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
公
務
員
の
副

業
に
つ
い
て
は
、
諸
々
の
規
制
は

あ
る
も
の
の
、
禁
止
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
全
国

的
に
も
、
地
域
貢
献
活
動
と
し
て

の
兼
業
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に

行
わ
れ
る
よ
う
、
国
に
お
い
て
も
、

副
業
に
関
す
る
先
進
的
な
取
り
組

み
事
例
の
調
査
交
渉
を
行
っ
て
い

る
現
状
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
町

の
基
幹
産
業
の
発
展
の
た
め
、
許

可
に
つ
き
ま
し
て
も
、
先
ほ
ど
申

し
上
げ
た
通
り
、
公
務
員
と
し
て

の
責
務
を
果
た
す
こ
と
が
第
1
で

あ
り
ま
す
の
で
、
職
員
が
公
務
遂

行
へ
の
影
響
や
、
公
平
中
立
の
確

保
に
も
留
意
し
、
基
幹
産
業
を
繁

忙
期
の
作
業
支
援
で
あ
る
限
り
、

社
会
貢
献
、
地
域
貢
献
を
目
的
と

し
た
副
業
に
限
り
許
可
す
る
こ
と
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質疑・質問は
要約されています

スペースの都合上、審議した議案や質疑・質問と答弁の内容
を要約して載せています。
会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になり
たい方は議会事務局までお問い合わせください。

養殖昆布干しの様子養殖昆布干しの様子



4億3,484万円を認定74億3,484万円を認定令和4年度
決算歳出総額
令和4年度
決算歳出総額

会　計　名 歳　　入 歳　　出 差　引
6,028万円
28万円
74万円
8万円

119万円
415万円
2万円

1,171万円
95万円
182万円
348万円
8,469万円

55億9,799万円
1億244万円
2億1,124万円
6,654万円

1億3,317万円
3億4,235万円
4,177万円

2億9,822万円
5億1,017万円
4,811万円
8,284万円

74億3,484万円

56億5,827万円
1億272万円
2億1,198万円
　6,662万円
1億3,437万円
3億4,651万円
4,178万円
3億993万円
5億1,112万円
4,992万円
8,632万円

75億1,953万円

一　　般　　会　　計
簡　易　水　道　事　業
下　水　道　事　業
港　湾　整　備　事　業
温　　泉　　事　　業
国 民 健 康 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療
介　護　保　険　事　業

介護サービス（秀峰園・老健・デイサービス）
歯科施設（鬼脇歯科診療所）

国民健康保険施設（鴛泊診療所）
合　　　計

金額の単位は「万円」で四捨五入していますので合計・差額が合わない場合があります。

令
和
4
年
度 

決
算
・
質
疑
内
容
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Q
戸
嶋
委
員　

地
域
お
こ
し
協

力
隊
事
業
と
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
で
結
構

で
す
の
で
、
事
業
内
容
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
こ
と
と
、
定
住
促
進
事
業

に
つ
い
て
も
説
明
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

A
企
画
政
策
課
長　

1
点
目
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
令
和
4
年
度
に

つ
き
ま
し
て
は
、
4
名
体
制
で

移
住
定
住
の
専
門
員
と
し
て
1

名
、
観
光
の
推
進
員
と
し
て
1

名
、
水
産
部
門
で
1
名
、
教
育

委
員
会
の
方
に
1
名
と
い
う
こ

と
の
4
名
体
制
で
行
っ
て
お
り

ま
す
。
計
上
し
て
い
る
費
用
は

報
酬
や
、
資
格
を
取
る
た
め
の

旅
費
や
受
講
料
、
手
数
料
な
ど

で
、
移
住
定
住
部
門
で
は
、
旅

行
業
の
資
格
を
取
っ
て
、
島
に

定
住
す
る
こ
と
を
考
え
て
く
れ

て
い
る
協
力
隊
も
お
り
ま
す
。

孵
化
場
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

る
水
産
部
門
の
方
も
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
資
格
な
ど
を
将
来

　

令
和
4
年
度
各
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
9
月
12
日
に
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
11
会
計
の
決
算
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

的
に
取
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

事
前
講
習
の
費
用
も
こ
の
中
か

ら
計
上
し
て
い
ま
す
。
将
来
的

な
隊
員
の
移
住
に
向
け
て
、
町

も
協
力
し
な
が
ら
活
動
し
て
い

ま
す
。
こ
の
活
動
費
に
関
し
ま

し
て
は
、
上
限
4
8
0
万
円
ま

で
全
額
特
別
交
付
税
で
措
置
さ

れ
て
い
ま
し
て
、
町
も
上
限
で

あ
る
4
8
0
万
円
全
額
を
予
算

計
上
し
て
い
ま
す
。
2
点
目
の

定
住
促
進
事
業
で
す
が
、
民
間

の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
、
旅
番
屋

さ
ん
を
借
り
上
げ
ま
し
て
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

テ
レ
ワ
ー
ク
が
急
速
に
進
み
、

地
方
で
仕
事
を
す
る
動
き
が
加

速
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
、
本
町

も
令
和
3
年
度
か
ら
3
年
間
部

屋
を
お
借
り
し
取
組
ん
で
い
ま

す
。
1
年
目
は
1
室
借
り
て
、

無
償
で
行
い
、
2
年
目
の
令
和

4
年
度
で
は
3
部
屋
お
借
り
し

有
料
で
取
組
み
ま
し
た
。
定
住

促
進
事
業
と
は
な
っ
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
一
度
で
島
に
来

て
定
住
し
て
い
た
だ
く
の
は
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
の
で
、
島
を
体

験
し
て
い
た
だ
き
、
将
来
的
な

リ
ピ
ー
タ
ー
と
関
係
人
口
を
増

や
し
な
が
ら
、
移
住
に
繋
げ
て

い
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
結
果
的
に
こ
の

事
業
を
通
じ
て
定
住
に
繋
が
っ

た
方
は
ま
だ
出
て
い
ま
せ
ん
が
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
別
で
、
水

産
加
工
業
者
に
リ
ゾ
ー
ト
バ
イ

ト
の
よ
う
な
形
で
関
わ
っ
て
く

れ
た
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
で
何
回

も
島
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
り
な

ど
効
果
も
あ
り
ま
し
た
。
観
光

ホ
テ
ル
の
代
わ
り
に
す
る
こ
と

は
当
然
、
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

1
週
間
以
上
2
週
間
以
内
は
島

に
滞
在
し
て
い
た
だ
き
、
滞
在

中
に
商
店
街
で
食
材
を
買
い
自

炊
し
た
り
、
飲
食
店
で
食
事
を

と
っ
た
り
な
ど
、
地
域
経
済
に

も
貢
献
し
な
が
ら
、
地
域
の
人

と
も
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
利
尻
島
の
良
さ
を
情

報
発
信
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と

に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

Q
戸
嶋
委
員（
再
質
疑
）　

地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
つ
き
ま
し
て

は
、
何
か
可
能
性
が
あ
る
よ
う

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
若
干

我
が
町
自
体
も
職
員
が
不
足
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
貴
重
な
人

総
務
費



■令和4年度決算審査特別委員会審査意見（要約）
　人口減少や少子高齢化が進展し人材不足が深刻化するなか、また不安定な国際情勢等により大き
な打撃を受けている地域経済にあって、町内経済の活性化や住民福祉の向上を推進し、町民一人ひ
とりがゆとりと豊かさを実感して笑顔で暮らせるまちを築くためには、町民をはじめ行政、議会が
一丸となってこの難局に立ち向かわなければなりません。そのため、我々議員も激動する社会変化
にいち早く対応し、停滞する経済情勢に的確に対処すべく、議会としての責任を果たしていかなけ
ればならないと感じております。今後も財政運営は厳しさを増すことが予想されますが、持続可能
で安定した行財政運営の堅持を期待し、決算認定制度の意義を真摯に受け止めていただき、町民評
価の高い次年度予算となることを強く望みます。
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材
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
丁
寧

に
大
事
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
定
住
促
進
事
業

で
は
ま
だ
ま
だ
先
の
話
で
は
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

可
能
性
の
あ
る
事
業
だ
と
思
い

ま
す
の
で
、
さ
ら
に
粘
り
強
く

進
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

の
滞
納
者
全
員
に
対
し
ま
し
て
、

督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。
督
促

状
の
発
送
後
に
つ
き
ま
し
て
は

納
入
状
況
を
確
認
し
ま
し
て
、

未
払
い
が
続
く
場
合
は
電
話
連

絡
を
し
、
面
談
な
ど
を
通
じ
て
、

支
払
い
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、

支
払
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
方
法

に
つ
い
て
決
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
会
計
課
な
ど
関
連
部

署
と
協
力
し
て
、
情
報
共
有
を

行
い
、
共
同
で
未
払
い
の
徴
収

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q
大
森
委
員（
再
質
疑
）　

令
和

4
年
度
利
尻
富
士
町
一
般
会
計

お
よ
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
審
議
意
見
書
の
中
で
も
、
各

課
連
携
の
上
と
い
う
言
葉
も
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は

建
設
課
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

今
後
、
全
課
で
協
力
し
合
う
、

取
り
組
み
や
ビ
ジ
ョ
ン
の
よ
う

な
も
の
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で

よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

A
副
町
長　

た
だ
い
ま
大
森
委

員
か
ら
お
話
あ
り
ま
し
た
、
そ

し
て
監
査
委
員
の
意
見
書
に
も

書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。
各
課

の
連
携
に
つ
い
て
で
す
が
、
各

課
で
、
徴
収
担
当
が
集
ま
り
ま

し
て
水
道
料
、
住
宅
料
、
税
金

な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
滞
納
の
状

況
を
、
持
ち
寄
っ
て
、
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
各
家
庭
に
合
っ

た
支
払
い
方
法
を
調
整
し
て
い

く
と
い
う
や
り
方
を
こ
れ
ま
で

進
め
て
き
て
お
り
ま
す
。
た
だ

最
近
連
携
が
ど
う
な
の
か
と
い

う
こ
と
は
、
若
干
も
う
少
し
や

っ
た
方
が
い
い
の
で
は
と
い
う

部
分
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ま

た
再
度
指
導
し
、
連
携
強
化
を

し
て
、
徴
収
率
が
上
が
る
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

Q
大
森
委
員（
再
々
質
疑
）　

お

金
を
徴
収
す
る
こ
と
は
、
精
神

的
に
も
大
変
な
こ
と
と
想
像
で

き
ま
す
。
で
す
が
町
長
を
は
じ

め
、
議
員
の
皆
様
方
の
中
に
も
、

人
生
経
験
豊
か
な
方
々
が
お
ら

れ
ま
す
。
歳
入
確
保
の
た
め
、

ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
っ
て
取
り
組

む
方
法
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
今
、
副
町
長
が
お
っ
し

ゃ
っ
た
よ
う
に
連
携
強
化
し
て

改
善
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

Q
大
森
委
員　

住
宅
使
用
料
の

収
入
未
済
額
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。
令
和
4
年
度
は
2
，

0
0
0
万
円
を
超
え
て
い
ま
す

が
、
令
和
3
年
度
で
は
1
，
5

0
0
万
円
弱
。
令
和
2
年
度
で

は
1
，
1
0
0
万
円
程
度
、
令

和
元
年
で
は
1
，
0
0
0
万
円

程
度
で
し
た
。
そ
の
未
済
額
の

増
え
方
が
、
2
年
度
か
ら
3
年

度
で
は
3
0
0
万
円
以
上
増
え
、

3
年
度
か
ら
4
年
度
で
5
0
0

万
円
を
超
え
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
金
額
が
少
し
突
出
し
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
、
説
明
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

A
建
設
課
長　

町
営
住
宅
の
収

入
未
済
額
に
つ
い
て
で
す
が
、

令
和
元
年
度
か
ら
令
和
4
年
度

ま
で
多
額
の
未
済
額
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
原
因
に
つ
き
ま
し

て
は
、
内
部
で
調
べ
ま
し
て
、

徴
収
と
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の
対
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つ
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ま
し
て
は
、
9
月
中
に
未
払
い

歳
入
一
括
質
疑

定住促進事業で借上げをしている旅番屋定住促進事業で借上げをしている旅番屋



　議会の果たす役割として、町の施策の形成や決定の過程において、町民に対して説明責任を果
たすことは極めて重要になっています。議会改革や議会活動のあり方を検討するため、議会にお
けるこれまでの一般質問を総務民教産建常任委員会として、検証しました。（8月18日）
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常任委員会レポート常任委員会レポート ～一般質問の検証～般質問の検証～～一般質問の検証～常任委員会レポート ～一般質問の検証～常任委員会レポート ～一般質問の検証～

電子決済導入済の温泉保養施設電子決済導入済の温泉保養施設

●検証の方法
　令和３年６月会議から令和５年３月会議までの、２年間に提出された一般質問17項目について、
質問内容、町側の答弁、施策の進捗状況など、それぞれ議事録と資料をもとに検証をしました。

1.「ふるさと利尻島」の活用方法について
　各地のコンサートで歌っていただくなどの取り組み継続中。令和４年には全国のファンクラブ
会員参加のコンサートも利尻島で実施するなど、観光の起爆剤とすべく活用している。島内でも
ＩＰ放送やフェリーでの放送、コンサート開催などにより活用を継続しており、町民にも定着し
ている。

2．公共料金のキャッシュレス払いについて
　北麓野営場、ゆ～に、温泉施設、温泉プールにおいては、
PayPayをすでに導入済である。その他の公共施設への導入
については、引き続き検討する。

3．町内体育施設の老朽化における建て替えについて
　Ｒ４以降、総合体育館を含めた鴛泊地区の体育施設の利活用について、各利用団体と協議を行
った。今後の人口規模と利用頻度を勘案しながら、より効率的で状況に合った施設整備や利用形
態を検討していく。

4．現在の秀峰園と老人保健施設の現状について
　町広報、ＨＰ、新聞、ハローワーク、道社協、人材派遣会社等への求人を継続的に掲載してい
る。関係機関、関係学校への訪問及び求人票を継続的に提出し、就学資金及び就労奨励金ＰＲ活
動を実施している。又、他町村等の情報収集や外国人人材登用の検討も行っている。令和５年４
月より国保中央病院の理学療法士出向による老健施設通所リハビリテーションを再開している。

5．排雪の雪捨て場について
　利尻漁協とすでに協議済である。排雪日程が決まったら漁組へ連絡し磯なまこ漁の出漁時は、
午前中は陸上に排雪し、午後は海上に排雪する。磯なまこ漁がない時は、１日海上に排雪する。

6．離岸堤の設置について
　設置についてを継続して要望している。漁業者や漁協とも話し合いを継続している。

7．地域連携ＤＭＯについて
　令和４年３月末に候補法人として登録され、令和６年度末の本登録に向け関係自治体、関係団
体と取組を進めている。

電子決済導入済の温泉保養施設電子決済導入済の温泉保養施設電子決済導入済の温泉保養施設電子決済導入済の温泉保養施設
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8．鴛泊神社通りの水害対策について
　令和４年度に排水管流域調査を実施し、令和５年度はその結果をもとに排水管改修実施設計業
務を発注し、大雨時に対応した改修方法を調査している。

9．野良猫の問題について
　苦情が入ったエサやり箇所については、北海道生活環境課
（獣医師）の往訪指導・助言を随時行っている。今後さらに
踏み込んだ啓発（エサやり・去勢・避妊）を行い理解と協力
をお願いしていく。

10．若者の人口流出対策について
　令和５年３月商工会、建設協会、利尻漁協に対し働き手不足問題に関するアンケート調査を実
施した。
　現在取りまとめ中であり、その結果を踏まえ、今後協議会的な組織の設立も含めどのような体
制や仕組みづくりが必要なのか、検討を重ねていく。

11．利尻昆布の生産量、ブランド力の向上について
　昆布のブランド力向上のため、昆布株主制度や新たにブルーカーボンの取り組みに着手するな
ど、付加価値向上の取り組みを実施している。

12．鴛泊市街地街並み環境整備事業について
　令和３年12月の聞き取り調査を含めた概略図をもとに令和５年度は協議会、期成会と事業計画
スケジュールの見直しについて協議を進める。

13．生理用品の小中学校のトイレへの設置について
　各学校の養護教諭等と令和５年３月までに生理用品の設置方法や設置場所などについて協議し、
令和５年４月より導入を図っている。今後、保護者向けアンケートを実施し、本取組についての
改善点や課題の洗い出しを行うことで、より現状に即した取り組みをしていく。

14．学校給食費支援事業の継続について
　令和４年度は６月から新型コロナ臨時交付金を活用し無償化を実現した。令和５年度は、子ど
も・子育て応援基金を財源として無償化を継続している。令和６年度以降については、現在検討
中である。

15．島外への通院に係る交通費及び宿泊費の支援について
　建てつけの基礎資料として、島外専門病院への定期的通院の現状を分析するにあたり、国保と
後期のデータしかなく、部分的な分析になってしまうことが難儀であり、分析結果から支援の可
否、内容を検討予定である。

16．「鴛泊港湾長期構想」親水緑地空間整備について
　長期構想については、令和４年度にみなとづくりセミナーを開催済。親水緑地空間の整備に向
け関係機関とも協議調整中。

17．男性用グループリビング施設の設置について
　現在、高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画を次年度改定に向けたアンケートを実施中であ
り、集計結果において係るニーズを分析していく。また、今後の公営住宅新築、改築時に単身用、
平屋、共同スペースやユニバーサルデザイン等をコンセプトにした事業が可能か検討している。

役場ホール内電工掲示板でも啓発役場ホール内電工掲示板でも啓発
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　令和５年10月27日開催の定例会10月会議において、各常任委員会委員、議会運営委員会委員
の選任を行い、新構成による利尻富士町議会が始動します。

Q常任委員会とは？
　A利尻富士町には２つの常任委員会があり、総務民教産建常任委員会は町政全般に関する事
　　務を所管し、広報・広聴常任委員会は、議会広報誌の編集・発行に関する事務や、意見交
　　換会に関する事務、議会傍聴に関する事務を所管しています。
Q議会運営委員会とは？
　A議会運営委員会は、会期や議事日程などの議会運営全般に関する協議を行う委員会です。
Q議員会とは？
　A議員の親睦及び融和を図り、研修を行うとともに、町の進展に寄与することを目的とする
　　会です。

Q特別委員会とは？
　A委員会のうち、必要のある場合や特定のことを調査・審査するために設置される委員会の
　　ことです。

後期各委員会構成が決定

　令和５年10月27日開催の定例会10月会議において、議会議員の定数等に関する調査特別委員
会、そして新たな試みとして、議会デジタル化推進調査特別委員会を設置しました。

■委 員 長／戸　嶋　郁　夫
　副委員長／佐々木　　　勝
　委　　員／全議員で構成
■目　　的／利尻富士町議会議員の定数等に
　　　　　　ついて調査する
■調査の期間／調査が終了するまで

特別委員会を設置しました

大　森　智　樹
髙　坂　敏　夫
岡　本　晴　樹
伊　藤　信　勝
平　田　　　徹
上　田　光斗夢
佐々木　　　勝
戸　嶋　郁　夫
飯　田　睦　穂

総務民教産建常任委員会
委 員 長
副委員長
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

平　田　　　徹
上　田　光斗夢
岡　本　晴　樹
伊　藤　信　勝
髙　坂　敏　夫
佐々木　　　勝
大　森　智　樹
戸　嶋　郁　夫
飯　田　睦　穂

広報・広聴常任委員会
委 員 長
副委員長
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

伊　藤　信　勝
上　田　光斗夢
平　田　　　徹
大　森　智　樹
戸　嶋　郁　夫

議会運営委員会

議会議員の定数等調査特別委員会
■委 員 長／上　田　光斗夢
　副委員長／平　田　　　徹
　委　　員／全議員で構成
■目　　的／利尻富士町議会のデジタル化推
　　　　　　進について調査する
■調査の期間／調査が終了するまで

議会デジタル化推進調査特別委員会

委 員 長
副委員長
委　　員
委　　員
委　　員

岡　本　晴　樹
平　田　　　徹
戸　嶋　郁　夫

議　員　会
会　　長
副 会 長
会計監事
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　ANA便、HAC便ともに、乗降客数、搭乗率は増加しており、特にHAC増便分は日数も増え、
　利用客が大幅な伸びを見せております。時期を見てANA本社を訪問し、今年度の御礼と来年
　度の運行についてお願いしてまいりますし、HAC便についても、一層の利便性、搭乗率向上
　と安全運行をお願いしてまいります。

利尻空港利用状況

　７月10日、鴛泊中学校３年生が議会訪問学習で議会を訪れました。中学生からは普段の議
員活動についてなど様々な質問がなされ、議員と交流しました。町政や議会の活動について、
少しでも深い学びに繋げることができれば幸いです。

鴛泊中学校３年生が議会訪問学習 議会を訪れました 中学生から

鴛中生が議会学習をしました！鴛中生が議会学習をしました！

行政報告行政報告

6 月
2,657人
92.3％

（＋363人）

7,187人
74.6％

（＋1,554人）

7,392人
74.2％

（＋720人）

6,223人
62.5％

（＋1,782人）

7 月
2,459人
82.6％

（－93人）

8 月
2,219人
81.1％

（－140人）

搭乗率
（前年同月比）

ANA

搭乗率
（前年同月比）

JAL（HAC）

928人
80.6％

（＋543人）

942人
70.1％

（＋285人）

905人
72.5％

（－11人）

3 月
1,815人
63.0％

（＋491人）

－
－
－

－
－
－

－
－
－

4 月
1,650人
61.4％

（＋361人）

5 月
2,453人
83.8％

（＋471人）

204人
35.4％

（＋170人）

348人
36.3％

（＋92人）

785人
58.4％

（＋276人）
搭乗率

（前年同月比）

JAL（HAC）臨時便

　６月議会を利尻高校１・２年生総勢43名が傍聴席一杯に椅子を並べて傍聴しました。一般
質問や条例改正などを傍聴し、議員がどのように町民の声を届けているのかを見学していた
だきました。

議会を利尻高校１ ２年生総勢43名が傍聴席 杯に椅子を並 傍聴しました

利尻高校生が議会傍聴をしました！利尻高校生が議会傍聴をしました！



　冬の足音が近づく今日この頃ですが
雪化粧した利尻山を見るといよいよ厳
しい季節を向かえる準備をしなければ
と思います。さて今回広報誌の発刊で
200号の記念誌となりました。これか
らも町民に見やすくわかりやすくを心
掛け議会活動をお知らせしていきます。
今年の漁業は天候に左右されましたが
観光はコロナを乗り越えてＶ字回復し
た年だったと思います。４年ぶりに各
種行事やイベントが開催され普段の日
常が戻ってまいりました。今年もあと
１ヶ月余りではありますが、まだコロ
ナウイルスとインフルエンザには十分
に気をつけて新しい年を迎えてまいり
ましょう。
　　　　　広報・広聴常任委員会一同

（次の議会は12月中旬を予定）
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議会に行こう！
議会傍聴は議会活動に触れるもっとも
身近な方法です。皆さんの選んだ議員の活
動や町政の方針などを是非ご覧ください。
会議当日の受付で傍聴できますので、役場
３階傍聴席入口までお越しください。

広報・広聴常任委員会
　委 員 長／平田　　徹
　副委員長／上田光斗夢
　委　　員／岡本　晴樹　　伊藤　信勝
　　　　　　髙坂　敏夫　　佐々木　勝
　　　　　　大森　智樹　　戸嶋　郁夫
　　　　　　飯田　睦穂

議会の詳しい情報は利尻富士町ホームペ
ージへ
http://www.town.rishirifuji.hokkaido.jp

議会だより議会だより

編集後記

委員会レポート委員会レポート

■総務民教産建常任委員会
　一般質問の検証（8月18日）

■広報・広聴常任委員会
　議会だより利尻富士No.200の編集についての協議
　（11月15日）

■議会運営委員会
　定例会６月会議の運営に係る協議（6月16日）
　定例会９月会議の運営に係る協議（9月5日）

６月３日　第21回利尻島一周悠遊覧人Ｇ前夜祭
　　４日　陸上自衛隊名寄駐屯地70周年記念行事（名寄市）
　　９日　戦没者追悼式・利尻山登山安全祈願祭
　　15日　北海道離島振興町村議会議長会協議会（札幌市）
　　　　　北海道町村議会議長会定期総会（札幌市）
　　16日　第２回議会運営委員会
　　18日　自衛隊第二師団創立73周年記念行事（旭川市）
　　23日　定例会６月会議
　　27日　北見神社宵宮祭
　　29日　宮城県大和町議会行政視察

７月１日　利尻山神社例大祭
　　４日　全道議員研修会（札幌市）
　　６日　利尻富士町自衛隊協力会総会
　　10日　鴛泊中学校３年生議会学習
　　14日　全国離島振興市町村議会議長会理事会・総会
　　　　　離島振興に関する研修会（東京都）
　　29日　利尻島おしどまり会（札幌市）
　　30日　北海島まつり（鬼脇地区）

８月３日　北海島まつり（鴛泊地区）
　　15日　鴛泊地区招魂慰霊祭及び平和記念祭
　　18日　第２回総務民教産建常任委員会・定例会８月会議
　　26日　シベリア抑留慰霊碑除幕式・利尻島一周ふれあい
　　　　　サイクリング交流会・利尻島鬼脇会（札幌市）

９月１日　二ツ石神社合祀遷璽祭
　　５日　第３回議会運営委委員会
　　12日　定例会９月会議（至13日）
　　16日　海上自衛隊大湊隊創設70周年記念行事（青森県むつ市）
　　23日　会津まつり（福島県会津若松市）
　　24日　自民党移動政調会（稚内市）

10月１日　金刀毘羅神社例大祭
　　４日　宗谷町村議長会監査（稚内市）
　　14日　議員会親睦パークゴルフ大会
　　16日　全員協議会
　　17日　全国離島市町村議会議長会理事会（Web会議）
　　24日　定期監査（鬼脇地区施設対象）
　　27日　定例会10月会議・議員会総会
　　28日　猿払村開村百周年記念式典

議会日誌


